
 

 

 

 

 

【 まちの将来像２ 】 

 

次代の社会を担う子どもたちを育むまち 
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1

目的
ひとり親家庭の学び直しを支援することで、より良い条件での就職や転職に向けた可
能性を広げ、正規雇用を中心とした就業につなげる。

こども政策課

方向性

R4 新規

内容
ひとり親家庭の学び直しを支援し、正規雇用等の就業につなげていくため、高等学校
卒業程度認定に向けた講座の受講費用の一部を支給する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

方向性

継続

継続

R8 継続

1

担当課

3

事業名 2-1-1 ２歳３か月児歯科健康診査受診時期の適正化 担当課

目的
令和３年度において、新型コロナウイルス感染拡大防止策として実施した延期対応の
影響により生じている受診時期の遅れを解消する。

子育て支援課

R4 新規

内容

現在、こども健康センターにて集団健診として実施している歯科疾患予防事業のう
ち、「２歳５か月児歯科健康診査」を市歯科医師会へ業務委託、同会加入の歯科医療
機関にて個別実施することで同健診に係る実施枠を「２歳３か月児歯科健康診査」の
実施枠に振り替え、実施回数を増加させる。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8

2-1-2 子どもの健やかな育ちを等しく支援

2-1-3

２　新規・拡充事業等

2

事業名 2-1-1 利用者支援事業（基本型） 担当課

目的
妊娠期からの切れ目ない支援をより実効性のあるものにするため、利用者支援事業
（基本型）を子育て世代包括支援センターに集約し、ワンストップ機能の充実を図
る。また、地域連携の強化を図る。

子育て支援課

方向性

R4 拡充

内容

令和4年度は、利用者支援専門員を増員し、地域連携を強化する。
令和5年度には、利用者支援事業（基本型）を子育て世代包括支援センターへ集約予定
としている。
　　　　　　子育て支援総合センター　→　　子育て世代包括支援センター
　　　　　　公立保育所　5か所　　　　　　（子育て支援総合Ⅽ、こども健康Ⅽ）

R5 拡充

R6 継続

R7

事業名 2-1-2 ひとり親家庭への高卒認定試験合格支援給付金

1　施策の概要

施　策 2-1 すべての子どもの育ちを支援する

2
対応する
SDGs

1 2 3 4 16

幼児教育と保育の質と量の充実

3
施策の
方向性

次世代育成支援行動計画に基づき、すべての子ども・家庭の状況に応じた切れ目のない支援を行う
ことにより、子どもの健やかな育ちを保障するとともに、安心して子育てできる環境を整えます。

4 取組

2-1-1 いばらき版ネウボラの推進

19



事業名 2-1-2

R7 継続

R8 継続

内容
早期の対応を図ることにより、障害児通所支援の提供体制を確保するため、従業員・
利用者に軽度な発熱の症状がある状況等において、行政検査の対象外となる場合等に
障害児通所支援事業所等が負担するPCR検査等に係る費用を助成する。

R5 継続

R6 継続

R6 継続

R7 継続

7

8

内容
早期の対応を図ることにより、療育サービスの提供体制を確保するため、職員・利用
者に軽度な発熱の症状がある状況等において、行政検査の対象外となる場合等にPCR検
査等に係る対応経費を措置する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

目的
障害児通所支援の提供体制を確保するため、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向
け、ＰＣＲ検査等の早期対応を支援する。

子育て支援課

方向性

R4 継続

事業名 2-1-2 公立療育施設従業員等へのPCR検査等費用の助成 担当課

R8 継続

障害児通所支援事業所従業員等へのPCR検査等費用助成 担当課

目的
障害児通所支援の提供体制を確保するため、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向
け、ＰＣＲ検査等の早期対応を支援する。

子育て支援課

方向性

目的
不育症治療費に係る助成事業の拡充を図ることにより、治療を受ける市民の経済的負
担を軽減するとともに、安心して子どもを出産、育てることができる環境を整備す
る。

子育て支援課

方向性

R4

継続

R4 継続

継続

R6 継続

R7 継続

R8

R4 拡充

内容

6

事業名 2-1-2 子ども家庭総合支援拠点 担当課

目的
児童虐待の対応を中心に、多職種の専門的なアセスメントを通じて、様々な子どもや
家庭の相談に応じ、安心・安全に子育てができるように支援を行う。

子育て支援課

方向性

R4 拡充

内容 元学校教員の追加配置を行い、学校との連携強化を図る。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

4

事業名 2-1-1 不育症治療費助成事業の拡充 担当課

5

事業名 2-1-2 児童手当等支給事業 担当課

R8 継続

目的
従来、書面で行われていた申請について、インターネットを利用して24時間365日、ワ
ンストップで手続できるようにすることで、市民と職員、双方の負担を軽減する。

こども政策課

方向性

拡充

内容
現在の助成要件のうち、「所得制限（夫婦合算所得額が730万円未満」を撤廃し、か
つ、「法律上の婚姻関係にある夫婦」を「事実上の婚姻関係にある夫婦」までに拡充
する。

R5

国が提供する「ぴったりサービス」を活用して、児童手当に係る手続を受け付ける。
また、児童扶養手当も含め、プッシュ通知を活用して事業内容を案内する。

R5 継続

9

事業名 2-1-2 臨時休園期間中のベビーシッター利用料への補助 担当課

目的
認可保育所等が臨時休園となった場合の負担軽減を図るため、ベビーシッターの利用
料に対して補助を行う。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 新規

内容
新型コロナウイルス感染症による臨時休園でベビーシッターを利用した場合、１時間
あたり2,000円を上限に補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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10

事業名 2-1-2 休日保育の利用促進 担当課

目的
就労する保護者の負担軽減と利便性の向上を図るため、企業主導型保育事業所が実施
する休日保育の利用料への補助を行う。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 新規

内容 利用１回あたり4,000円を上限に補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

11

事業名 2-1-2 訪問型病児・病後児保育利用料金補助事業の拡充 担当課

目的
病児・病後児保育の利用促進、及び負担軽減を図るため、低所得世帯における訪問型
の病児・病後児保育利用料への補助上限額を拡充する。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 拡充

内容
低所得者の利用を促進するため、１時間あたり1,000円の補助のところ、2,000円を上
限に補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

12

事業名 2-1-2 私立保育所等における医療的ケア児受入れの推進 担当課

目的
保育所などにおいて医療的ケア児の受入れを可能とするための体制を整備し、医療的
ケア児の地域生活支援の向上を図る。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 新規

内容
医療的ケア児の受入体制の充実を図るため、受入を行う私立保育所等における看護師
等の追加配置に係る経費に対して補助を行う。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

13

事業名 2-1-3 ＰＣＲ検査の実施 担当課

目的
保育体制等を確保するため、対象者に軽度な発熱の症状がある状況等において、行政
検査の対象外となる場合等にＰＣＲ検査を実施する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 継続

内容 PCR検査を実施する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

14

事業名 2-1-3 保育所等における感染予防用品の購入 担当課

目的 感染拡大防止対策を図るため、公立保育所等において感染予防用品を購入する

保育幼稚園総務課

方向性

R4 継続

内容 感染予防用品を購入する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

15

事業名 2-1-3 保育所等における感染対策の実施 担当課

目的 感染拡大防止対策を図るため、公立保育所等において、手洗い設備の改修を行う

保育幼稚園総務課

方向性

R4 新規完了

内容 手洗い設備を改修する

R5

R6

R7

R8
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16

事業名 2-1-3 公立保育所等におけるＩＣＴ化の推進 担当課

目的
保護者の利便性向上を図るとともに事務の効率化を推進するため、保育等の登園管理
のほか、保護者との連絡機能等を備えるＩＣＴを活用した業務システムを導入する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 新規完了

内容 システムの導入及び機器の整備を実施する

R5

R6

R7

R8

17

事業名 2-1-3 私立保育所等の建設補助 担当課

目的
待機児童の解消と保育環境の充実を図るため、私立保育所、認定こども園の新設等に
係る費用を補助する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 新規

内容 施設整備への補助を実施する

R5 継続

R6 完了

R7

R8

18

事業名 2-1-3 私立幼稚園への巡回支援の実施 担当課

目的
要配慮児の受入れ体制を強化するため、私立幼稚園において巡回指導を実施するにあ
たり、要配慮児等の検査や経過観察を行う心理判定員を増員する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 拡充

内容 心理判定員を２人増員する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

19

事業名 2-1-3 幼稚園営繕事業 担当課

目的
公立幼稚園の再編整備を計画的に実施する必要がある。
また、既存の認定こども園については老朽化が進んでいるため改修工事を行う。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 継続

内容
①認定こども園化を実施するにあたり、給食室を設置する
②廃園後の施設を活用する
③既存認定こども園の改修を行う

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

20

事業名 2-1-3 公立保育所給食室整備事業 担当課

目的
各保育所の給食室において、長年改修工事を実施できずに室内の老朽化が進んでいる
ことから、給食室の改修工事を行う。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 新規

内容
①給食室の改修方法を検討する
②年度ごとに１か所ずつ実施する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

21

事業名 2-1-3 公立保育所・幼稚園遊具設置事業 担当課

目的
公立保育所・幼稚園の遊具点検で既存不適格な遊具があることや、年数の経過した遊
具があることから年次的に遊具の更新を実施する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 継続

内容
①既存不適格な遊具の入れ替えを実施する
②使用不可以外の遊具については、老朽度に応じて年次的に更新を実施する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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事業名 2-1-3 特別保育拡充事業 担当課

目的
保護者の就労形態の多様化に伴い、多様な保育ニーズへの対応が求められていること
から、休日に仕事等で保育が困難となった場合にも保育所等に預けることができる環
境を整える事で、子ども・子育て支援を総合的に推進する。 継続

保育幼稚園事業課

方向性

R4

方向性

R4 継続
23

継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

25

事業名 2-1-3 保育所等利用者負担額等のコンビニ収納について 担当課

目的
保育所等利用者負担額については、原則銀行引き落としになるが、一部の納付書払い
の方や残高不足により引き落としできなかった方などの支払いの利便性を上げること
で、滞納を減らす。

内容 休日保育施設を新設し、１カ所から２か所に拡充する。

保育幼稚園事業課

方向性

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R4 新規

内容 保育所等利用者負担額のコンビニエンスストアでの納付を可能にする。

R5

事業名 2-1-3 私立幼稚園に在園する園児の検査・検診の補助 担当課

目的
私立幼稚園に在園する園児に対する「尿検査、内科検診、歯科検診」の補助を行い、
健康の保持増進を図る。

保育幼稚園事業課

内容
公立認定こども園に通園している３歳児の検査・検診に要する費用は公費で負担して
いることから、私立幼稚園に在園する園児の検査・検診に対する補助を行う。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

26

事業名 2-1-3 ＰＣＲ検査等費用の助成 担当課

目的
新型コロナウイルスの感染拡大防止により、保育・幼児教育サービス提供体制の維持
を図る。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 継続

内容
保育所等の受入れ体制を確保するため、対象者に陽性の疑いがある状況等において、
行政検査の対象外となる場合等にＰＣＲ検査等に係る費用を助成する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

27

事業名 2-1-3 保育所等における感染予防用品の購入等の補助 担当課

目的
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策支援として事業を継続的に実施してい
くために必要な経費を助成する。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 継続

内容 私立認定こども園等に対し衛生用品の購入等に係る経費について補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

22

事業名 2-1-3 医療的ケア児受け入れ推進事業 担当課

目的
集団の中で医療的ケア児を保育すること、また、法整備により、適切な支援を行うこ
とが自治体の責務となったことから、保育所等においての医療的ケア児の受け入れ体
制を整備する。

保育幼稚園総務課

方向性

R4 新規

内容
①検討会議を充実させる
②看護師配置を拡充する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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28

事業名 2-1-3 保育所等における感染症対策に必要な改修等の補助 担当課

目的
対象施設において、感染症対策を徹底しつつ、事業を継続的に提供していくために必
要な改修費用を助成する。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 新規

内容 私立認定こども園等に改修経費を補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

29

事業名 2-1-3 保育士等の処遇改善 担当課

目的
新型コロナウイルス感染症や少子化高齢化への対応を踏まえ、保育士、幼稚園教諭な
どの処遇改善のため賃金を引き上げる措置を実施する。

保育幼稚園事業課

方向性

R4 新規

内容
保育士・幼稚園教諭などの処遇改善を図るため、処遇改善臨時特例交付金を支給す
る。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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1

1　施策の概要

施　策 2-2 地域ぐるみの子育てを推進する

2
対応する
SDGs

地域の人材を活用した子育て支援

3
施策の
方向性

地域の様々な人材が連携・協力し、子育てを支援することで、親子ばかりではなく世代を超えた人
たちの交流の場が充実するなど、「子育てでつながる地域社会」の実現をめざします。

4 取組

2-2-1 交流の場の充実

2-2-2 子育て支援の輪づくり

2-2-3

２　新規・拡充事業等

1

事業名 2-2-1 オンライン版子育て講座・相談事業 担当課

目的
今後の感染症動向も踏まえ、対面で実施していた講座や相談について、さまざまな状
況下でも対応できるように事業を展開する。

子育て支援課

方向性

R4 継続

内容
子育て講座、あかちゃんあそぼ、赤ちゃんマッサージ、多胎児の交流会等について、
オンライン実施を行う。
相談業務は、一部開始しているが、乳児家庭全戸訪問事業等にも活用していく。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

2

事業名 2-2-2 子育て支援団体連絡会の運営 担当課

目的
各子育て支援団体の情報共有や連携を深めて、地域の子育て支援に供することができ
るよう、感染症状況下においても、連携・交流を図るため。

子育て支援課

方向性

R4 新規

内容
令和３年度中に他業務で整備した、パソコン等を活用し、オンラインによる連絡会を
開催する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

継続

内容
地域子育て支援拠点と、シニアマイスターの活動紹介を継続して行うとともに、地域
の高等学校、専門学校、大学との連携を図り、若い世代の持つ多彩なスキルや知識を
活用した交流を検討していく。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8

目的
引き続きシニアマイスター倶楽部等の高齢者世代の交流を進めるとともに、今後は、
若い世代との交流についても進めていく。

子育て支援課

方向性

R4

継続

3

事業名 2-2-3 地域の多世代交流推進事業 担当課
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子育て支援課

方向性

R4 拡充

内容
育児に関すること、子どもの年齢に応じた関わり方や遊ばせ方などの講座を開催す
る。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

4

事業名 2-2-1 つどいの広場における休日子育て講座 担当課

目的
平日は就労等で子育てに関する講習会に参加することが困難な子育て世帯に対し、休
日に講座を開催することにより安心して子育てができる環境を充実する。

5

事業名 2-2-1 民間地域子育て支援拠点事業従業員等へのPCR検査等費用助成 担当課

目的
地域子育て支援拠点事業の提供体制を確保するため、新型コロナウイルス感染症拡大
防止に向け、ＰＣＲ検査等の早期対応を支援する。

子育て支援課

方向性

R4 継続

内容
早期の対応を図ることにより、地域子育て支援拠点事業の提供体制を確保するため、
従業員・利用者に軽度な発熱の症状がある状況等において、行政検査の対象外となる
場合等にＰＣＲ検査等に係る費用を助成する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

6

事業名 2-2-1 公立地域子育て支援拠点事業職員等へのPCR検査等費用助成 担当課

目的
地域子育て支援拠点事業の提供体制を確保するため、新型コロナウイルス感染症拡大
防止に向け、ＰＣＲ検査等の早期対応を支援する。

子育て支援課

方向性

R4 継続

内容
早期の対応を図ることにより、地域子育て支援拠点事業の提供体制を確保するため、
職員・利用者に軽度な発熱の症状がある状況等において、行政検査の対象外となる場
合等にＰＣＲ検査等に係る対応経費を措置する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

7

事業名 2-2-1 民間地域子育て支援拠点等に対する感染予防用品の購入等の補助 担当課

目的

8

事業名 2-2-1 子育て支援総合センター等における感染予防用品の購入 担当課

感染拡大防止に向けた対策を図る。

子育て支援課

方向性

R4 継続

内容
民間の地域子育て支援拠点等において、衛生用品や感染症対策に係る経費を補助す
る。

R5 継続

R6

目的 感染拡大防止に向けた対策を図る。

子育て支援課

方向性

R4 継続

継続

R7 継続

R8 継続

内容
子育て支援総合センター、子育てすこやかセンターにおいて、消毒液等の感染予防用
品を購入する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

新規

内容
地域子育て支援拠点事業を実施する施設において、手洗い場の自動水栓化等に係る改
修経費を補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8

目的 新しい生活様式に対応した施設設備の充実を図る。

子育て支援課

方向性

R4

継続

9

事業名 2-2-1 民間地域子育て支援拠点等における感染対策の実施 担当課
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子育て支援課

方向性

R4 新規

内容 子育てすこやかセンターにおいて、手洗い場の自動水栓化等に係る改修を実施する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

10

事業名 2-2-1 子育てすこやかセンターにおける感染対策の実施 担当課

目的 新しい生活様式に対応した施設設備の充実を図る。
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1

内容
学校と地域住民等が協働し「地域とともにある学校づくり」をめざすコミュニティ・
スクールを推進するため、小中学校において、既存の学校協議会をベースとした学校
運営協議会を設置する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

R7 完了

R8

事業名 2-3-1 コミュニティ・スクール推進事業 担当課

目的
地域でどのような子どもを育てるか、何を実現していくのかという目標やビジョンを
保護者や地域の方と共有し、「地域とともにある学校」を推進する。

学校教育推進課

方向性

R4 新規
2

２　新規・拡充事業等

1

事業名 2-3-1 リーディングスキルモデル事業 担当課

目的
読解力測定テストである「リーディングスキルテスト」を現モデル校の小学校３校に
加え、中学校１校を対象に実施し、結果分析から学力の土台としての読解力の向上を
図る。

学校教育推進課

方向性

R4 拡充

内容
児童生徒における学力の土台としての読解力向上を図るため、小学校での分析を継続
するほか、中学校においても取組みを実施する。

R5 継続

R6 継続

1　施策の概要

施　策 2-3 「生きる力」を育む教育を推進する

2
対応する
SDGs

「健やかな体」の育成

2-3-4 学校支援体制の充実

3
施策の
方向性

すべての児童・生徒の「生きる力」、すなわち「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」と、そ
の基盤となる「非認知能力」の育成を進め、これからの社会を生き抜く資質・能力を育むことを目
指します。また、個人の可能性を最大限引き出すため、学校園をはじめ保育所、関係諸団体が連携
して就学前から中学校卒業まで一貫した「きめ細やかで質の高い教育」を保障し、「学びを通した
信頼される学校づくり」を進めます。

4 取組

2-3-1 「確かな学力」の充実

2-3-2 「豊かな心」の醸成

2-3-3

3

事業名 2-3-2 スクールソーシャルワーカーの拡充 担当課

目的
いじめ、不登校、虐待等、学校だけでは解決が困難な事案の増加に対し、きめ細かな
家庭支援と迅速な課題対応を図る。

学校教育推進課

方向性

R4 拡充

内容
スクールソーシャルワーカーを増員し、スクールソーシャルワーカーの１名に対して
負担を軽減し、事案に対してきめ細やかな対応を行う。

R5 拡充

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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担当課

目的

支援学級等に在籍する障害のある児童生徒（主として弱視・難聴・肢体不自由学級在
籍）がタブレット端末等を効果的に活用するために必要な入出力支援装置や有料のア
プリケーションソフトウェア等を整備する。
通常の学級に在籍する難聴の児童生徒のロジャーシステムを整備する。

学校教育推進課

方向性

R4 新規

内容

音声読み上げソフト、点字ディスプレイ、音声文字変換システム、視線入力装置、ボ
タンマウス、ブレススイッチ、拡大読書器、ロジャーシステム等を整備する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

担当課

目的
バスへ乗降又は座位保持が困難な肢体不自由等の児童生徒が参加する修学旅行等の行
事において、リフト付きバスを借り上げる必要がある場合に、市が補助金を交付する
ことにより、肢体不自由等の児童生徒の行事への参加を促進する。

学校教育推進課

方向性

R4 新規

内容
リフト付きバスを借り上げる際に要する経費から通常のバスを借り上げる際に要する
経費を差し引いた額を補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

担当課

目的

市立小・中学校に通う、医療的ケアが必要な保護者の付き添いを要する重度肢体不自
由児童生徒をはじめ、保護者の付き添いを要する肢体不自由児童生徒の通学を支援す
る。

学校教育推進課

方向性

R4 新規

内容

医療的ケアが必要な保護者の付き添いを要する重度肢体不自由児童生徒および肢体不
自由児童生徒の通学にあたり、保護者等同乗のもとタクシーチケットを活用し、送迎
を実施する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

内容
スクールソーシャルワーカーへの助言・指導を行うアドバイザーの従事日数を拡充す
る。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

事業名 2-3-2 スクールソーシャルワーカーアドバイザーの拡充 担当課

目的
いじめ、不登校、虐待等、学校だけでは解決が困難な事案の増加に対し、スクール
ソーシャルワーカーのスキルアップを通して事案対応の充実や迅速な課題対応を図
る。

学校教育推進課

方向性

R4 拡充

継続

R7 完了

R8

9

モニタリング業務を実施することで、中学校給食センター整備・運営事業において、
進捗状況等を第三者的な視点でチェックする。

学務課

方向性

R4 新規

内容
①事業者の提案に沿った内容になっているか、基本設計図書等を確認する。
②設計通りに施工されているかなど、報告会議等を通じてモニタリングを行う。

R5 継続

R6

事業名 2-3-3 中学校給食センター整備・運営事業 担当課

目的 茨木市中学校給食センターを整備し、全員喫食での中学校給食を実現する。

学務課

方向性

R4 臨時拡充

内容

①PFI手法により、中学校給食センターの整備・運営を担う事業者の募集及び選定を実
施する。
②事業契約締結後、提案内容に基づき、中学校給食センター施設整備、事業運営、維
持管理等を行う。

R5 継続

R6 臨時拡充

R7 継続

R8 継続

8

事業名 担当課2-3-3 中学校給食センター整備・運営にかかるモニタリング業務の実施

目的

7

事業名 2-3-2 入出力支援装置および聴覚支援装置購入事業

5

6

事業名 2-3-2 茨木市児童生徒の通学支援タクシー料金助成事業

事業名 2-3-2 茨木市立小中学校行事におけるリフト付きバス利用支援事業

4
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13
R4

内容 大阪府ＧＩＧＡスクール運営支援センターを活用する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

担当課

目的
大阪府ＧＩＧＡスクール運営支援センターを活用することで、児童生徒や保護者から
の、端末の操作方法や不具合等に関する問合せに対応する体制を充実する。

教育センター

方向性

新規

拡充

内容
①特別教室等への通信環境を整備する
②アクセスポイントを増設する

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8

目的
特別教室等における通信環境を整備するとともに、職員室等にアクセスポイントを追
加設置することで、児童生徒の1人1台タブレット端末の活用を推進する。

教育センター

方向性

R4

方向性

R4 臨時拡充

11

10

事業名 2-3-4 ＩＣＴ活用環境の充実 担当課

R5 臨時拡充

R6 臨時拡充

R7 完了

R8

継続

学務課

事業名 2-3-3 中学校給食の実施に係る配膳室の整備 担当課

12

目的
給食を校内で生徒に受け渡すための配膳室を整備し、中学校給食の円滑な実施を推進
する。

内容

①東雲中学校配膳室改修工事をモデル的に実施する。
②大規模改修となる西中学校の設計委託を行う。
③①及び②を踏まえ、中学校全員給食開始までに各中学校の配膳室を計画的に整備す
る。

事業名 2-3-5 ＧＩＧＡスクール構想の推進等による学校等への問合せ対応の充実

事業名 2-3-4 教職員等を対象としたPCR検査の実施 担当課

目的
新型コロナウイルス感染症への感染の疑いがある教職員等に対して、PCR検査を実施す
ることにより、学校における感染拡大の防止及び教育体制の確保を図る。

教職員課

方向性

R4 継続

内容
教職員に軽度の発熱等の症状がある等、PCR検査が必要と学校長が判断した場合で、行
政検査の対象外であるものについて、検査キットを提供し、検査費用を支出する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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1

方向性

R4 継続

継続

R7 継続

R8 継続

内容

①校舎の外壁及び屋上防水を改修する。
②エレベーターを設置する。
③便所を改修（洋式化等）する。
④ブロック塀等をフェンスに改修する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

2

事業名 2-4-1 小学校営繕事業 担当課

目的

3

事業名 2-4-1 中学校営繕事業 担当課

小学校施設の整備により、安全で快適に学べる教育環境の向上を図る。

施設課

方向性

R4 継続

内容

①校舎の外壁及び屋上防水を改修する。
②エレベーターを設置する。
③便所を改修（洋式化等）する。
④ブロック塀等をフェンスに改修する。

R5 継続

R6

目的 中学校施設の整備により、安全で快適に学べる教育環境の向上を図る。

施設課

２　新規・拡充事業等

1

事業名 2-4-1 教育情報ネットワーク最適化事業 担当課

目的
教育情報ネットワークについて、クラウドの活用を踏まえた、コスト・業務の最適化
を行う。

教育センター

方向性

R4 拡充

内容
①教育情報ネットワークを増強する
②システムをクラウド移行する

R5 拡充

R6 拡充

R7 拡充

R8 継続

3
施策の
方向性

それぞれの学校において、子どもたちが良好で快適な環境のもとで教育を受けることができる環境
を整備します。
また、地域における教育コミュニティづくりが進むとともに、子どもたちが安全に安心して過ごす
ことができる環境を整えます。

4 取組

2-4-1 学校施設の計画的な整備・充実

2-4-2 学校・家庭・地域の連携の推進

1　施策の概要

施　策 2-4 魅力ある教育環境づくりを推進する

2
対応する
SDGs
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方向性

R4 新規

継続

R7 継続

R8 継続

内容

①令和4年度に庄栄学童保育室プレハブ教室新築の設計委託、次年度クラス増に向けた
教室改修及び備品等の購入を行う。
②令和5年度に庄栄学童保育室プレハブ教室新築、次年度クラス増に向けた教室改修及
び備品等の購入をめざす。
③令和6年度以降入室児童数推計により増築等必要個所検討及び建築をめざす。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

8

事業名 2-4-2 学童保育室対象学年の拡大 担当課

目的

9

事業名 2-4-2 学童保育室整備事業 担当課

児童福祉法において規定される小学校6年生までを対象とする放課後児童健全育成事業
の実施を検討し、利用者のニーズに応える。

学童保育課

方向性

R4 拡充

内容

①令和4年度に夏季休業期間預かり事業で小学校4年生の受け入れを、10か所でモデル
実施及び検証する。
②令和5年度に夏季休業期間預かり事業で小学校4年生の受け入れを、全学童保育室で
試行及び検証する。

R5 拡充

R6

目的
入室する児童数が増加し、現状の設備では受け入れすることができない学童保育室に
おいて、プレハブの新築、増築等を実施することにより、待機児童の解消を図る。

学童保育課

7

事業名 2-4-1 小学校維持管理事業 担当課

目的 小学校遊具の更新に伴う複合遊具の設置により、教育環境の充実を図る。

施設課

方向性

R4 継続

内容 ①小学校遊具の更新に伴い複合遊具を設置する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 完了

6

事業名 2-4-1 小中学校体育館空調設備設置事業 担当課

目的
小中学校体育館への空調設備の設置により、安全で快適に学べる教育環境の向上を図
る。

施設課

方向性

R4 継続

内容 ①小中学校46校の屋内運動場に空調設備等を整備する。

R5 継続

R6 継続

R7 完了

R8

4

事業名 2-4-1 小学校維持補修事業 担当課

R4 継続

内容
①プールを改修する。
②屋内運動場屋根の防水を改修する。
③運動場を整地する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

5

事業名 2-4-1 中学校維持補修事業 担当課

目的 中学校施設の維持管理により、安全で快適に学べる教育環境の向上を図る。

施設課

方向性

継続

内容
①プールを改修する。
②屋内運動場屋根の防水を改修する。
③運動場を整地する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8

目的 小学校施設の維持管理により、安全で快適に学べる教育環境の向上を図る。

施設課

方向性

R4

継続
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13

事業名 2-4-2 放課後児童支援員の処遇改善に向けた臨時給付金の支給 担当課

目的 感染症や少子化等への対応を踏まえ、放課後児童支援員の処遇改善を図る。

学童保育課

方向性

R4 継続

内容
民間学童保育室指導員等に当該賃金改善を行うための処遇改善臨時特例交付金を支給
する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

12

事業名 2-4-2 学童保育室における感染対策の実施等 担当課

目的 学童保育室における感染対策を実施する。

学童保育課

方向性

R4 新規

内容
①公立学童保育室の手洗い場自動水栓化等の改修を実施する。
②民間学童保育室の感染対策用品の購入等の経費補助を行う。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

11

事業名 2-4-2 感染予防用品の購入等 担当課

目的
学童保育室における飛沫防止パーテーションの購入等にかかる経費を補助することで
感染拡大防止対策を図る。

学童保育課

方向性

R4 継続

内容
①公立学童保育室の感染予防用品を購入する。
②民間学童保育室の衛生用品の購入等に係る経費を補助する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続

10

事業名 2-4-2 ＰＣＲ検査等費用の助成 担当課

目的
放課後児童健全育成事業の安定的な事業実施を促進し、事業所を利用する児童等が必
要なサービスを継続的に受ける体制を確保するため。

学童保育課

方向性

R4 継続

内容
放課後児童健全育成事業を実施する事業者が従業者若しくは利用者に受検させるＰＣ
Ｒ検査等に対して助成金を交付する。

R5 継続

R6 継続

R7 継続

R8 継続
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継続

R7 継続

R8 継続

2

事業名 2-5-2 ヤングケアラー支援事業 担当課

目的

ユースプラザ等において、ひきこもりや不登校、生きづらさを抱えている子ども・若
者を支援しているとヤングケアラーの事例が数多く見受けられるが、その原因や状況
が多様であるため必要となる支援も様々であることから、画一的な支援方策でなく多
様なニーズに対応できる施策を検討する必要がある。

こども政策課

方向性

R4 新規

内容

子ども・若者支援地域協議会においてヤングケアラー部会を立ち上げ、支援者を対象
とした実態調査を実施し、その結果をもってSVの指導のもと、具体的支援策を検討す
る。あわせて、ヤングケアラーに関する周知を図るため、支援者だけでなく広く市民
を対象とした講演会を実施する。

R5 拡充

R6

R6 継続

R7 継続

R8 継続

２　新規・拡充事業等

1

事業名 2-5-2 ユースプラザ事業 担当課

目的
5か所のユースプラザをひきこもり・ニート・不登校等の生きづらさを抱える子ども・
若者やその家族が癒され、成長を実感できる場所として充実させる。

こども政策課

方向性

R4 臨時拡充

内容

次期プロポーザル実施により、受託事業者が変更しても、利用者が安心して継続利用
でき、支援連携が途切れることがないよう1か月の引継期間を設ける。
次期プロポーザル実施時に、相談支援や体験の機会を充実できるよう仕様書の内容を
見直す。

R5 継続

3
施策の
方向性

全ての青少年が様々な地域活動や体験活動に参加するとともに、適切な支援を受けることにより、
心豊かにたくましく成長することができるよう取組を進めます。

4 取組

2-5-1 青少年健全育成の推進

2-5-2 青少年の体験活動の充実

2-5-3 若者の自立支援

1　施策の概要

施　策 2-5 青少年の心豊かなたくましい成長を支援する

2
対応する
SDGs
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